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1現 在のアメリカ教育現場でおきていること

〈アメリカ教育事情 〉

私がカリフォルニア州サンタ ・バーバラに滞

在 したのは,ブ ッシュ政権4年 目,次 の年が大

統領選挙 という年であった。9.11テ ロ事件

か らまだ2年,イ ラク戦争後果て しないテロリ

ス トの報復が世界 中に広が り,世 界はいっそ う

混迷 を深めていた中,小 学生 と高校生の子 ども

たちを連れての1年 間の在米生活であった。

私は子 どもの通う小学校に週1回 継続的に通

わせて もらった。アパー トが決まった後学区指

定によ り決定 した学校 だが,こ の学校は中産階

級の家庭の子 どもたちが大部分 を占めるような

学校であった。公立小学校 といって も地域 によ

って格差が大 きいのが アメ リカの特徴であ る。

それぞれの学校で,人 種構成,経 済状況が著 し

く異 な り,教 育の内容 にも差が大 きい というこ

とは頭に入れて話 をすすめねばならない(恒 吉

1992)。 私 としては学校の内側か ら見 えて きた

ことを取 り出 してみたい と思 う。 とい うの も,

学校制度が教育の中身に大 きく影響す ることは

当然 だが,同 時 に教師 と子 どもとい う関係 は個

別的であ り,普 遍的であるからである。

まずは,ア メリカ教育現場の背景を簡単 に見

てお きたい。アメリカでは情報公 開が徹底 して

お り,人 種構成,学 力テス ト平均点な どその多

くは数値である。何で も点数化 して優劣 を競 う

とい う傾向が非常 に強い。学校 自体 も生徒の学

力,教 育環境,保 護者 との協力関係な どさまざ

まな点か ら総合評価 を受け,優 れた学校が州か

らの表彰 を受ける。 さらには,詳 しい審査基準

はわからないが教師個人 として も 「最 も優 れた

先生」 として表彰 を受ける仕組みがある。その

うえ,ブ ッシュ政権 はNCLB(NoChildLeft

Behind)と いう教育政策 を打 ち出 し,教 育の規

準,規 制を強める方向に動いていた。州,学 校,

教師個人,ど の レベルで も自由度が高いと同時

に差異が大 きい教育事情に対 し,国 としての統

一規準 により教育の平均 レベルを押 し上げ よう

とするものである。共通学力テス ト得点の公開,

低学力校 に対す るある種のペナルティ(財 政 カ

ッ トや,生 徒の他校への越境入学の許可,こ れ

に伴 う交通費の負担 をもとの学校に求める)な

ど,学 校 間に強い競争原理 を持 ち込 んでいた。

この競争原理は,現 在の 日本 の学校が取 り込み

つつあるところに通 じるものがある。

教育の現場や保護者 の反応 は どうだろうか。

何 よ り心配 されていたのが,学 力達成度の低い

学校への財政補助が どん どん削減 されるのでは

ないか,ま るで うま くいっていない学校 を罰す

るための政策ではないか,と いう点である。す

でにある地域格差 に加 えてます ます学校が序列

化 され,学 校選択の偏 りが助長 されてい く。 ま

た,教 室がテス トのための学習の場 にな りは し

ないか,点 数至上主義 に対する危惧 も大 きいよ

うであった。実際,あ る公立校でテス トのため

の総復習 をしている姿 を見かけた。低学力校へ

のて こ入れ どころか ら,切 り捨て,格 差の拡大

に向かっているようで,保 護者 にとっては,不
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安 と混乱が むしろ拡大 していた。

〈学校間格差 が人種間題 とむすびつ く〉

学校,家 庭,地 域の協力 とい うのは,日 本で

も声高に語 られることが らである。地域 の特徴

を生か し,そ の学校な らではの特色 を持 った学

校 づ くりに協力 して取 り組 む とい うものだが,

アメリカの場合は最 も色濃 く出るのが財源の違

いである。住環境 によって どうして も白人 中産

階級家庭 を中心 とした地域,ヒ スパニ ック移民

家庭 を中心 と した地域 な どに分かれて しまい,

結果的に大 きな人種的偏 りが生 じてい る。同 じ

学区であ りなが らある学校 はヒスパニック家庭

が7,8割,別 の学校は ヒスパ ニ ック家庭の割

合 は1割,と いった状況で,NCLB政 策でこの

傾 向はさらに拡大 していた。

この家庭状況の違いが学校の財源 に結 びつい

ている。 とい うの も,ア メ リカでは保護者 によ

るファン ド・レイジング(教 育 のための寄附活

動)が 学校 の教育活動 に直接反映するものだか

らである。アメリカの学校では体育,図 工,音

楽 といった教科は担任の教師の力量 しだい,学

校 の財源の余裕 しだいで,拡 充 もカッ トもあ り

うる。 ファン ド・レイジングはそうした教科の

特別講師の採用やフィール ド・トリップ(遠 足

やキャンプ),学 校環境整備 の財源 に使われる。

つ まりファン ド・レイジングの差は教育内容の

差 となって現れて くる。 どの学校 も保護者のス

ーパーの買い物 に伴い金額の1部 が学校に寄附

される仕組みを作 るな ど実 にさまざまなフ ァン

ド・レイジングを行 う。正直言って,私 が アメ

リカの教育システムの中で もっとも困惑 したの

がこのファン ド・レイジングであった。

私が驚いたのは,フ ァン ド・レイジングに対

する学校の姿勢である。観察 に入 った小学校で

は,新 学期が始 まってほどな く大規模 なファン

ド・レイジング週 間が開催 され,主 催は保護者

であるが,学 校全体が一丸 となって取 り組 んで

いた。学校 集会が開かれ,保 護i者役員か ら子 ど

もたちに今年度の目標金額が示 される。そこか

ら1家 庭あた りの平均寄附金額が示 され(高 学

年 よ り低学年の方 が高 く設定 されていた),子

どもたちがいっ しょに目標金額 を唱和す るにい

たっては,心 底仰天 して しまった。 もちろん保

護者 には ファン ド・レイジングの手紙が渡 り,

担任 の先生か らは各教室で 「お金 を出す ことが

むずか しい家庭 もあるで しょう。そ うした ら,

あなたのお小遣いか らほんの少 しを寄附すれば

それで よいのです」 といった話がなされる。 さ

らには,フ ァン ド・レイジング週 間終了後,再

び報告の集会が開かれ,達 成金額 を子 どもたち

に示す とともに,ク ラスごとの集金額,学 年で

もっとも多 くの寄附金 を出 した家庭の表彰(副

賞は玩具店での買い物券など〉などが行われる。

何 をや るにもご褒美感覚を伴 わせ るのはアメリ

カ流であろう。子 どもたちは表彰 され,副 賞 を

もらえば うれ しそ うであったが,当 の子 ども自

身の行動 とは無関係の ことが らであ り,日 本人

の私には強い違和感があった。同時 にそれほど

お金の問題が学校 にとっての切実 な問題 なのだ

とい うことを痛感 させ られ もした。 しか し過剰

なファン ド・レイジ ングの取 り組みは,人 種的

な差別感,偏 見 を増幅 しかねない危 うさを含 ん

でいる。

さて,最 近 の日本 は学校 間の競争 を活性化 さ

せ るために学力 テス トの結果公表 に踏み切 る傾

向が強 まっている(朝 日新聞2004年10月10日

版)。 また学校財政 に関 して も義務教育費国庫

負担金の存廃 をめ ぐる議論 やバ ウチ ャー制度導

入(家 庭に学費補助 にあたる金券配布 を し,多

くの子 どもを集めた学校が多額 の助成 を得 る)

の検討 などもなされている(朝 日新聞2004年

10月9日 版)。 しか しアメ リカの現状を見 る限

り,十 分な財政補助 を確保 しないまま過度 な学

校間競争 を推 し進めることは決 して教育の質の

向上につなが らない。学校 間格差 は広が るばか

りで,さ まざまな歪み をもた らしている。アメ

リカでは学校 間格差が人種問題 と結びついて し

まっているが,日 本で も経済格差の問題 と結 び

つ き,似 たような歪み を拡げる恐れがある。各
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学校 レベルの個 々の工夫 を促進することと,教

育の根幹 を支える部分での公的補助の確保 とは

両立すべ きことで,ま たあ まりに学校 間競争 を

あおることは危険極 まりな く思われる。

2学 びの場 での,教 師 と子 どもの出会 い

〈アメリカの教室の特徴 〉

アメリカの教育現場はさまざまな問題 をはら

んでいる。 しか しそうした事情は ともあれ,各

教師 と子 どもたちのさまざまな出会い と学 びは

日々生 まれ,そ うした個々の出会いには学ぶ こ

とが多かった。 なかで も異文化の中で担任教師

に支 えられていった娘 の様子 を軸 にして教育へ

のヒン トを取 り出 してみたいと思 う。 このよう

な紹介 に当たって,子 ども本人からの承諾 を得

ている。

まずはア メ リカの教室 の特徴 をあ げてお こ

う。公立小学校は,朝8時15分 ころから午後3

時 ころまでで,週1日 だけ午後2時 ころに早 く

終る 日がある。 日本の幼稚 園年長組にあたるキ

ンダーの子 どもたちだけは午前授業で,校 庭 も

1年 生以上 と別になっている。1年 生は1ク ラ

ス20人 程度,高 学年は1ク ラス26,7名 で,

先生 によれば 「とて も多い」人数だそうである。

掃除は専 門の人が行い,休 み時間とお昼につい

ても,教 師以外の大人が係 りとして担当 し,教

師 と子 どもの活動 はお もに学習に特化 されてい

る。休み時間は午前中1回 と昼休みで,授 業内

容のスケジュールは毎 日先生がホワイ トボー ド

に書いて示す。授業内容の切 り替 えは教 師の指

示によるが,各 クラス毎 日の平均的展開がある

ので,子 どもたちが戸惑 うことはない。特 に低

学年では子 どもたちの集中力が短いため,非 常

に短いテ ンポで子 どもたちの学習内容 と活動を

教師が切 り替 えていき,一 つの教室であって も

子 どもたちの座る場所 を積極的に移動 させてい

く。たとえば絵本 を読むときや子 どもたちによ

るシェア リングと呼ばれるプレゼンテーシ ョン

の際にはホワイ トボー ド前に半円形に床 に座 ら

せ るな ど,低 学年では個人の机 といすでの学習

はそ う多 くはない。高学年では伝統的な一斉授

業 スタイルが主であったが,教 師はで きるだけ

個別の演習時間をもうけ,机 間巡視 しなが ら一

人ひとりの学習 を見てまわ り,個 別の支援 をし

てい くことを目指 していた。

各教室の雰囲気は担任教師の持ち味が出て個

性的であ り,子 どもたちは 「～先生のクラスの

子 どもたち」 になるとい う感 じである。つ まり

子 どもたちが集まったところで,集 団のね らい

やルールをたてるのではな く,初 めか ら 「～先

生」 には 「～先生」 の教室のねらい とルールが

先 にある。こうした意味で,ア メリカの小学校

の教室は日本 より教師の コン トロールが強いと

いうことができる。発言は奨励 されるが,本 当

に小 さいころか ら(そ れこそ3,4歳 児の集団

での絵本読み場面で も)集 団の場合は挙手 して

指名を待つ ことを徹底 して教 えていた。

〈はじめての異文化学校体験 ・カルチュア ショ

ツク〉

さて,こ のようなアメ リカの教室 にやってき

た小学校5年 生の娘Rは,英 語についてはアル

ファベ ットや ごく基礎的なことしか知 らない状

態であった。Rの 日本の小学校 のクラスメー ト

に韓国の子 どもが2人 お り,後 から来た女の子

は言葉が まった くわか らない状態で クラスにな

じむのはなかなか大変そ うであ った。その女の

子が 「初 めのころ涙 をぽろぽろこぼ していた」

といった記憶はあ ってもまさか同 じ立場 に自分

が立つことになろうとはRは 露 とも思わなか っ

たであろう。韓国の友達 も初めは学校 を休 んだ

りしなが らも,み なに取 り囲まれ,韓 国語での

表現 を聞かれた りちや ほや される所 もあ り,1

年2年 と経つうちに日本語 を習得 し,日 本の生

活 にな じんでいった。Rに はしゃべれな くて も

何 とかなるだろう,と いう気持ち もあったよう

である。

ところが,ア メリカの学校では彼女の予想は

何か とはずれたようであった。中産階級の家庭

一45一



第24号 神奈川大学心理・教育研究論集

の子 どもが多い この学校 では,日 系 の子 はいて

も日本 語の わか る家庭 の子 どもは一人 もお ら

ず,そ れでいて在外研究員 としてやって くる外

国の家庭の子 どもになれているか らか,日 本語

しかわからない子 どもを特別珍 しが る雰囲気 も

なか った。この小学校 には主 にメキシコか ら移

民 としてや って きた子 どもたちが約1割 いて,

Rの クラスに も半年前 に移民 してきたKと い

うヒスパニ ックの女の子がいた。彼女 も英語が

話せず,先 生の配慮 によ り,RとKは いつ も

向かいに座 って,何 かと学習 を共にするように

計 られていたが,ヒ スパニ ックの子 どもたちは

それな りの人数がいて,互 い にスペイン語でお

しゃべ りし,休 み時間にはその子たちと一緒に

遊 んで しまう。Rに とってはまった くの別世界

に感 じられたであろう。積極的に自己ア ピール

するタイプではな く,自 意識 も強 くなっている

年齢で,Rは クラスの中で孤立 して しまい,午

前 中1回 の休み時間とお昼休みはRに とって苦

痛の時間で しか なく,頭 の中に日本 の友達 との

生活 を思い描いて時間をや り過 ごす,ま るで 白

昼夢 に逃避す ることでなん とか時間を持 たせて

い るようなせ つない生活 であった ようであ る。

初めはがまんを重ね,明 日は変 わるか もしれな

い とい う思いを託 していたようだが,事 態 は好

転 しない まま2週 間たち3週 間たち,Rの カル

チュアシ ョックは突如 として激 しい症状 で現れ

てきた。初めて体験する孤立 と,自 分 を表現で

きない もどか しさの中で,Rの 自尊心はひ どく

傷つ き,ど うしようもな く落 ち込 んで しまっ

た。

〈カルチュアショックを乗 り越 えるプロセス ・

担任教師 との読書 日誌 〉

友達が まった くRを 無視 していたわけではな

く,隣 のクラスの リー ダー格の女の子が休 み時

間になると遊 びに誘 って くれる ようにな り,R

は居場所 を確保 したい一心で彼女たちのグルー

プについていっていた ようである。 しば らくす

るうちに,同 じクラスの中にもいつ も声 をかけ

て くれる女の子が出て きた。 しか し 「付 いて行

っているだけの 自分」 に対する 自尊心の低下は

辛い ものがあ り,自 分が グループの足手 まとい

になっているのではないか,足 手 まとい と見 ら

れているのではないか,と いった思いをぬ ぐい

去ることがで きなかったようである。話 し言葉

について気後 れしがちなRは,最 後までどこか

友達 の後 を付 いて行か ざるをえない 自分 とい う

ものに釈然としない思いを持 ち続けていた。

そんなRに とって,1番 頼 りになるのは担任

のP先 生であった(ど こか ロビンーウイリァム

ズ を思い起 こさせ る風貌であった)。 英語がわ

か らず,ひ たす ら座っているだけのRに ウイン

クを投 げかけて くれ,み なに 「Rは 英語がわか

らないだけで,本 当は何で もよ くわかっている

のだ よ」 といった話 をした り,教 室でさまざま

な気配 りを して くれた。P先 生は読書指導に熱

心で,教 室 にはた くさんの先生所有の本が学級

文庫 として置いてあ り,機 会 を作 っては,子 ど

もたち一人ひとりの顔 を思い浮かべ なが ら 「あ

の本,こ の本」 と薦めて くれるような先生であ

った。小学校高学年であるが,ほ ぼ毎 日昼ごは

んの後子 どもた ちに本 の読 み語 りを続 けてい

た。先生は子 どもたちにそれぞれノー トを渡 し,

週単位で読書 日記(Readinglog)を つけるよう

に求めていた。子 どもたちは自分の読 んだ本の

感想,紹 介 をノー トに書 き,先 生はコメン トを

書 き込 む一種の対話 ノー トであ る。忙 しさの中

で,提 出 したノー トがなかなか返 されないこと

もあったが,先 生の意識の中では,こ の読書 日

誌 はとて も大事 なものであ ったらしい。毎週学

年共通のプリン ト宿題が出され るが,そ れは家

庭学習の習慣づ けをねらうもので,内 容チェ ッ

クは しない。 しか しこの読書 日誌 に対 しては,

先生は一人ひとりに毎回相当量の コメン トを書

いて返 していた。

Rは もともと読書の好 きな子 どもで,英 語の

本 は幼児向け絵本の音読か ら出発 し,学 校 で も

家庭で も毎 日音読 を積み重ねていった。初めは

読書 日誌 といって も,「 わた しは～とい う本 を
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よみ ました。」で終 って しまうのだが,何 とか,

1文 感想を加 えると先生が とてもほめて くれて,

いろいろと質問や情報が赤で書かれて くる。先

生の赤の文が子 どもも親 もとて も楽 しみなので

ある。 シャチの本 を読む と,「 この近 くの丘か

らアラスカに渡る鯨が見 えるのだよ」 と教 えて

くれ,ジ キル とハイ ドを読むと 「人間はよき面

悪い面 どち らも持 ってい る,そ う思 わないか

い?」 とP先 生 は問いかけて くる。その質問 に

応 える とい うや りとりまではで きなかったが,

Rは 先生の赤ペ ンを楽 しみに音読 を重ねていっ

た。

そ うすると,先 生の方か ら英語読解力の伸び

に伴い,あ れ これ本 を薦められて家に持 ち帰 り,

小学校低学年 レベルの本か らだんだん レベルが

上がって,挿 絵が少な くなってい く。 もはや音

読 には量が多す ぎるようにな り,ひ と りで辞書

を片手 に読書するようになってい った。初歩 レ

ベルの短い本 と違 って,簡 単に読み きれるもの

ではないので,本 の内容に興味が もてるかどう

かが大事になって くる。 この時感 じたのはP先

生が とて もRの ことをよく見てお り,読 書の好

み もかな り察知 して くれていた とい うことであ

る。 ときどきは 「つ まらない」 で終って しまう

こともあったが,大 好 きな日本の物語 と同 じよ

うにはらはらどきどき,早 く次が読みたい とい

うシリーズ本にRは 何度か出会 うことがで き

た。

小学校 中学年 レベ ルの本になる と,英 語を学

習 して数 ケ月のRに とっては,1章 集中 して読

む とくたくたになる,と い う感 じで,そ の疲れ

を思 うと次の章に取 りかか るこ とが億劫 になる

のだが,読 み始めて しまうと没頭 してお もしろ

い,と いう状態であった。端か ら見て も相当 き

つそ うに見 えなが らも,本 を読み続 けようとい

うRの 気持ちを支 えたものは何であったのだろ

うか。ひとつ は没頭 した時に 「お もしろい」 と

感 じられるところまでいけたこと,も うひとつ

は,自 分のためにこの本 を選んで くれたP先 生

の期待 に応 えたい,読 書 日誌 にこの本のことを

書 きたい,と い うことであったろう。

大変な集中力 を動員 しなが ら読んだ本が,そ

の本 を読み終 わるころにはほとんど集 中力 を動

員するため に苦痛 を感 じることな く,楽 に読め

るようにな り始めていた。Rは 自分で も本 を読

む楽 さが大 きく変わったことに気づ き,読 書 に

対 して非常に自信 をもったようであった。Rは

英語の物語の世界 に入 ってい くことで,そ して

それ を確かに認 めて くれる先生や家族の存在 に

よって自分 に対す る自尊感 將を取 り戻 していっ

たのである。

〈子 どもは しっかりと聴 き取 られているか〉

日本には優れた教育実践の中で,書 き言葉が

子 どもを支 え,心 を開いてい くとい う報告がた

くさんある(鹿 島1995,今 泉1998,増 田2004

など)。Rも また、読書 という書 き言葉に大 きく

支えられた。

Rは 英語 で書 くとい うこと自体 について は

「自分 をあ りの まま表現するこ と」 までには到

底達 していないが,Rが 必死 に書 く読書 日誌の

中に,書 かれた言葉以上に彼女の努力がどれほ

どの ものであるか,そ こを汲み取 り一緒 に感動

して くれるP先 生であった。P先 生が読み取 っ

て くれると信 じられたか らこそ,Rは 読書の苦

労 をいとわなかったのだとも思 う。

ここで思い出すのが,大 野栄子先生 とい う方

の障害児教育の実践である(汐 見1987,な ぜ人

は書 くのか 補稿)。 障害児学級 のちえこちゃ

んはまだ読み書 きがほ とん どで きなか った。読

み書 きので きる子 に詩 を書かせ ようと大野先生

がチャレンジしていたある日,ち えこちゃんは

「る,み,ち,あ 」 とい う4文 字を書いてきた。

ちえこちゃんが精魂込 めて書いた文である。 こ

れが読めなければ担任教師の甲斐がない とばか

りに,大 野先生 は必死にちえこちゃんの昨 日の

行動,今 朝の様子に思いをめ ぐらし,そ してち

えこちゃんの4歳 の遊 び友達 るみ ちゃんの こ

と,け さ椎の実 をだい じそうにポケッ トに入れ

ていた ことが思い出 される中で,「 るみちゃん
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とあそびました。 じん じゃで しいのみをひろい

ました」 と大野先生はノー トを読み上げる。わ

が意 を得 た りとにっこ りわらったちえこちゃん

は,そ れからも毎 日書いて先生 に読んでもらっ

たとい う。

大人が本当に自分のことをわかろうとして く

れている(読 み取って くれる,聴 き取 って くれ

る)と 感 じた時,子 どもは 自分 を表現 したい と

本当に思 うものなのだ と感 じる。本当の意味で

子 どもの思いを大人が聴 き取ろ うとしているか

ということは,親 と子,保 育者,教 師 と子 ども

の間で問い直 さねばならない もっとも大事なこ

となのだ と思 う。

3書 きこ とばを重 んじる学校文化

P先 生は一人ひとりの きこえない声で もなん

とか拾い上 げようとす る先生であった と思 う。

しか しP先 生個人の資質だけではない,こ とば

を大事にするアメリカの学校文化がP先 生のよ

うな個人への働 きかけ を促す土壌 を作 っていた

と思 う。

日本で も赤 ちゃんか らの親子 での絵本 との出

会いを促進する動 きが活発 で,幼 児期 はもちろ

ん,小 学校 に入 ってか らも読み聞かせ を大事 に

する先生がた くさんお られる。 しか しアメリカ

の学校 では教科 を勉強する以外 のす き間の時間

に,読 むこと,書 くこ とがびっしり浸透 してい

る気がす る。 アメ リカの小学校 には司書の先生

がいて図書室 は充実 してお り,各 教室 もそれぞ

れの先生の裁量でた くさんの学級図書を用意 し

ている。担任の先生や司書の先生は,子 どもた

ち一人ひとりの好みや状況 を踏 まえなが ら,一

人 ひとりに 「あれは どう?こ の本 はどう?」 と

本 を貸 し出す。国語 の教科書 にあるお話 しはみ

ないっせいに学習するものだが,読 書 は完全 に

一人ひと りと本 との出会いであ り
,そ うい う出

会いを先生が励 まし助けている。アメリカでは,

クリスマス に子 どもたちが先生に小 さなプ レゼ

ン トをし,P先 生か らは子 どもたちにお返 しの

ペーパーバ ック本が準備 されていた。驚いたこ

とにすべての子 どもたちに違った本 を,一 人に

つき,3,4冊 用意 していた。

パジ ャマデイ とい うユーモラスな 日には,子

どもたちは教室に寝袋 を広 げ,1日 中パ ジャマ

で寝転が って読書三昧 とい った こともあった。

教師,大 人たち もパジャマやガウンで教室 を訪

れ,本 の読み聞かせ をした りしていた。

書 くことについては,あ るチ ャータ0ス クー

ルの低学年では,子 どもたちが作成 した絵 と文

のお話 を きちん と製本 して一人 ひ と りの本 と

し,「 書 き手」 の立場 に立つ経験 をつ くってい

た。P先 生の教室では毎朝先生か らの主題が与

えられ,こ れ を文章 日誌(Writinglo9と いっ

て いた)に つづ る。主題 は毎 回 さま ざまで,

「もし百万 ドルあ った ら」の続 きを書かせ,お

金の見つけ方 も考 えさせた り(仮 定法過去の文

章を作 るね らい も含んでいるのだろう),「 戦争

捕虜は どの ように扱われるべ きか」 とまさに時

の政治的話題 を考 えさせた り。P先 生が赤ちゃ

んを正式 に養子 にすることが認め られる と 「養

女のあかちゃんを育 ててい く上で,P先 生にア

ドバ イス して くだ さい」 といった具合である。

作文の時間が しっか り確保 されているわけでは

な く,日 本でい えば朝 自習の時間に開始 し,1

日の活動の切 り替えの合 間合 間に細切 れで もこ

のライティングは続 けられる。先生は一人ひと

りのノー トをのぞいては,書 いてあることを話

題 に対話 し,子 どもたちが考 えを深めるチャン

ス を作る。時々,先 生 は子 どもたちのお もしろ

い作文 をクラス全体 に紹介する。 アメリカの小

学校 は,日 本の ように教科単位 で時間割がある

わけではな く,先 生の裁量で学習活動が切 り替

えられ,算 数 などは2ク ラスの習熟度別学習の

ため,子 どもたちが教室 を入れ替わる。そんな

活動の切 り替 え場面で,自 分 の席に着いた人か

ら文章 日誌を出 して続 きを書 く,と いった約束

になっていた。何 はともあれ,子 どもたちは国

語の教科以外 の ところで何か しら自分の考えを

書 くことを毎 日積み重ねる。他 にも,社 会科で
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ネイティブ ・アメリカン(イ ンディア ン)に つ

いての個人 レポー トを作成するために,ま ずエ

ッセイの書 き方の骨子 を学ぶ といった具合であ

る。

国語 とい う教科以外 のところで,一 人ひと り

に合 わせて徹底 して子 どもたちの書 き言葉の世

界 を拡げようとい う文化の香 りが強 くする。先

生 と子 どもが読書や 日誌 を通 して個人 として関

係 を結んでお り,子 どもの方か ら先生 に 「こん

な本が面 白かった」 と紹介することもある。R

も日本語で大好 きだった 「ダレン ・シャン」 の

原作版(英 語)を 手に入れ,P先 生 に紹介 して

いた。そ して,そ の本 をクラスメー トが借 り出

す といったネッ トワークがで きるのである。子

どもがこの教室 を卒業する時に,自 分が好 きだ

った本 を教室 にプレゼ ン トしてい くこともよく

ある。そうした本には 「ミスターPへ,だ れだ

れより」と子 どもらしい文字が見開 きに書かれ,

借 りてきた本にそんな文字 を見つ ける とほほえ

ましく感 じた ものである。 日本で も好 きな本の

貸 し借 りは,子 どもたちの間で自然 にみ られる。

しか し日本 と比べ て,読 書 を通 じての自己内対

話 だけで な く,他 者 との対 話,ネ ッ トワーク

(秋田1998)を 学校 ぐるみで生み出す教室文化

の厚みの違いを強 く感 じた。

4達 成感を積み上 げ,満 た されると,子 ど

もは壁 を突 き破 ることがで きる

〈自分の思いを語れるようになる〉

大人であって も,苦 しく葛藤する中でそのよ

うな自分 を語る とい うことは とて もむずか しい

作業である。カルチュアシ ョックの最中にある

時 には,子 どもは 「自分のおかれた状況が どの

ように苦 しい ものであるか」 を切 々と語 るだけ

の力 を持 ち合わせない。人間にとって自尊感 情

が低 まっている自分 を直視するのは辛いことで

ある。 しか し不安 と苦 しみでいっぱいの自分が

受け止め られ,支 え られていると感 じると語る

力 を取 り戻 してい くようである。あるいは語 り

つつ 自尊感情 をいたわ り,い たわられ,自 分 を

受 け入れ,取 り戻 してい くのか もしれない。今

の 日本 の子 どもた ちや若者 は 「す ぐキ レル」

「何で も 「べつ に」」で語ることばを持 たない な

どといわれ るが,逆 にい えば,子 どもたちが

「語 り」 を聴 き取 ってもらう場面 をどれほど持

てて きたのか,が 大人に返 される問題 なのでは

なかろうか。そ して 「語れない」子 どもの自尊

感情 はいかばか りかを思 うと,子 どもの心 と向

き合い,き ちんと聴 き取 ってい く大切 さを痛切

に感 じる。

Rは 徐 々に自分のおかれている状況や自分の

まわ りで起 きているアメ リカ社会の矛盾のよう

な もの につ いて母親 に語 って くるよ うになっ

た。そ うした語 りを しなが ら,こ れまで付いて

行 くので精一杯であ り,無 理に も適応 しようと

していた社会 に対 して,少 し距離 を置いて客体

視す るようになっていった。それは自尊感1青を

取 り戻 し,自 分の あ り方 に 自信 をもって社会

(こ こでは小学校社会)に 向 き合 っていこ うと

する姿であった。

Rに とっての最大の不本意は,自 分の力が周

囲の子 どもか ら正当に評価 されていない,と い

うことだった。彼女 は英語が理解で きるように

なって もあま りしゃべ らなかったこともあ り,

よ く知 らない子 どもの中にはRは 勉強がで きな

いのだと思 っている者 もいた。ある女の子が算

数の時間にRに 答 えを聞いてきた時,一 人の男

の子が 「なぜRに など聞 くのか?」 と言った り

し,ま だまだ傷つ きやすい自尊感情をかか えた

Rは,た だ受け流すことはで きないのであった。

で もそ うした心の引っ掛か りを誰かに聞いて も

らい,受 け止めて もらうことが傷つ きやすい状

態にあったRの 自尊心 を支えたのだと思 う。

また,ア メリカの友達になじむにつれ,表 立

って見えなかった差別意識 にもぶつか ったよう

である。R自 身は初めか ら1年 間だけの滞在者

である と紹介 されていたので,彼 女 自身にまつ

わる差別はなかったが,ヒ スパニ ックの移民の

子 どもた ちにまつ わる差別 を感 じた ようであ
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る。差別感への憤 りと同時 に,差 別意識 をもつ

身近な友人の 中にある屈折 した思いにも気づ き

(友人は東欧国の母親 を持つ混血であった),金

髪碧眼が理想 とされる暗黙のアメリカ文化 にぶ

つかったようである。R自 身 もいつのまにかそ

うした暗黙の理想 にあこがれる ところもあ った

と思われるが、ある程度 自信 を取 り戻 したRは,

少 しずつその友人 と距離をお きなが ら,も し一

人 となって も孤独感に陥ることな く教室にい ら

れるように変わっていった。その後,Rは 自ら

希望 して放課後テニスを習い始 め,徹 底 して打

ち込むようになった。

〈自閉傾向を持つ少女の話〉

自分 を周囲にわかってもらえるように表現す

ることができない,そ して周 囲か ら自分 を正当

に評価 してもらえない とい う苦 しみは,軽 度発

達障害(LD,ADHD,ア スペ ルガー症候群 な

ど)の 子 どもたちがぶつか りやすい苦 しみ と共

通 している。そ して苦 しみ を乗 り越 えてい く姿

にもやは り共通の ものがある。

これは 日本での話である。自閉傾向 をもつ小

学校低学年の女の子1は 普通学級の1年 生 にあ

がった ときに,落 ち着かず クラスにい られない

ことが問題 とな り,学 校 と保護者がぶつか り,

転校することになった。新 しい学校では理解あ

る教師の もと,そ の先生が1に 上手に教材準備

を手伝 わせた りしなが ら,教 室を飛 び出す こと

な くその場 にい られる ようになっていった。1

は放課後 の学童保育所 にも通 っていたが,1の

まわ りの子 どもたちの気持 ちに荒れが 目立 ち,

1を 毛嫌 い し,い じわるをす る風潮が生 じてい

た。1は 自分が気持ちを引かれた もの に突進 し

ていった り,の ぞ き込 んだ り外の世界 に積極的

に関わってい くところがあ り,そ の関わ りが関

わられる方か らする と唐突であ り,や り方が奇

妙であった りす るので嫌 われて しまう。いそが

しい生活 の中で,子 どもたち一人ひと りが さま

ざまなス トレスを感 じていることもあ り,学 童

保育所で も学校で も指導員や先生に個別 に甘 え

る1の 姿が,そ うした愛情 に満たされない他 の

子 どもたちの不満 を助長 した所 もあるか もしれ

ない。積極 タイプの1は やられた ら,や りかえ

す とい うことを学習 し,そ んなこんなで叩 く,

つねる,引 っか くの応酬 になって しまった。 し

か も困ったことに,1の 矛先 はい じわるをする

相手 と無関係 に,む しろ1の お気に入 りの子 ど

もに向か うことが多 くなって きた。

学童保育所 の指導員たちは,ま ずは子 ども集

団全体が もっとエネルギーと気持 ちを発散で き

るような遊 び場面 をつ くってい こうと考 え,い

じわるな行動の理不尽 さについて個々に話 して

聞かせ ることもしたが,子 どもの方 は自分だっ

て1か らいやなことをされたのだ,と い う意識

のほうが強い ようであった。1に 対 しては,雑

然 とした学童 クラブ室の中に,カ ーテンとサー

クルで仕切ったままご と部屋 を用意 して,落 ち

着 きやすい場 を工夫 して作 り,担 当指導員がい

っしょに遊びを探 し,周 囲の子 どもたち との間

をつ なぐ努力 をしていった。 しか し,友 達 との

トラブルは一進一退の中,あ るとき猛烈に悪化

して,1の 様子 はいつ も全 身力んで防衛的 にな

っているような状態 になって しまった。 これは

相当1に とって危機的であると直感 した指導員

の先生方は,と りあえず子 ども集団か ら離れて,

1と 担当指導員 とで遊 び込むことを優先す るこ

とに した。

最初1は 一人二役 で空想遊びにふけるような

ところがあ り,そ こに指導員がかかわろうとし

て もなか なか関係 が結べ ない ような子 どもで,

いっ しょにい ろい ろな遊 びに誘 いかけ なが ら

も,す ぐにはこれといった手ごたえある遊びを

見つけることはむずか しかった。 しか し徐 々に

1度 関心 を持つ と,目 標を持って徹底的にがん

ばる力 をもっていることが指導員の 目にはっき

りとわかってきた。負 けず嫌いで,ロ ーラース

ケー トの競争は絶対1が 勝つ ように先生はずっ

と後 ろのほうか らス ター トす る,と いったこと

を要求 して くる。で も一応競争がで きるように

なるまで,ロ ーラースケー トを一生懸命練習す
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ることがで きる,と い う粘 り強 さをもっている。

指導員が1を 集団か ら一時避難的に離すことに

決めたこのころは,ち ょうど一輪車の練習にう

ま く誘 うこ とがで きた時で,「 一輪車 にのれる

ようにな りたい」 という思いの1は 指導員 と2

人,屋 上で黙 々と努力 していた。少 し手離 しで

きる と 「やった一」 と大喜 びで指導員 に甘 えて

くる。集団か ら離 れたのは,当 面の他児 との ト

ラブルの機会 を減 ら し,1が 安定 して放課後過

ごすためではあったが,同 時 に,1が 安定 して

自分の力 を育ててい くための努力 を重ね,達 成

感 をもってい くための大切 な時間としてい った

のである。このような1,2ケ 月を経て,1が 心

の安定 を取 り戻 し,ま た一輪車の上達を通 して

「で きる ようになってうれ しい」 と自分 に自信

をつけていった。そうした成長 と共 に,こ の一

輪車が また他 の子 どもたちとの関係 をつな ぎな

おす もの ともなっていった。状況 を見 なが ら指

導員か ら集 団での練習 に部分的 に誘 うように

し,他 児 といっ しょに一輪車 にのって輪 に加わ

ることから始 ま り,一 輪車発表会の演技 に向け

て 自分の出番 に参加練習す るといったことがで

きるようになった。

こうして,緊 急避難的な時 をはさんで,子 ど

も集団 と1と の関係 も危機 を乗 り越 えていっ

た。1に とって,信 頼す る指導員の先生 と一緒

に自身の有能感 を高めていけたことは,彼 女が

苦 しい状況か ら立 ち直る大 きな要因であった と

思われる。そ してぶつか りの多かった他の子 ど

もたちの目に も,1の 努力の結果が目を見張 る

ものであること,は じめて一緒 に一輪車演技 と

いう共同活動 を体験で きた ことなどを通 して,

1の 成長を素直に評価で きる ようになっていっ

たのであろう。行 きつ戻 りつ,子 ども集団の関

係 は揺れ動 くものだが,ゆ れなが らも子 どもた

ちの他者 に対するまなざ しは多様化 し,少 しず

つ決め付 けか ら脱 していけるよう大人が間接 的

に見守ってい くことが必要であろう。

5ア メ リカの教室 ・多様 な子 どもに どう対

応するか一効用 と限界一

〈教育現場への保護者の参加 〉

現在,日 本で も総合学習な どで積極 的に保護

者や地域の方の知識や経験 をいかす取 り組みが

始 まっている。 アメ リカの小学校 での保護者ボ

ラ ンテ ィアは学校 の 日常 に組 み込 まれてお り,

子 どもたちの個別の学習 を助 けてい く,い わば

チーム ・ティーチ ング感覚で支援 を してい く。

た とえば,低 学年のクラスには毎 日 「センター」

とい う学習時間があ り,同 じ教室の中で,算 数

のプ リン ト,ス ペルの学習,CDを 使 っての本

読 み等 々,5,6種 類の学習活動 に子 どもたち

は一定時間ご と移動 して取 り組 む。各場所 にボ

ランティアが待機 してやって きた子 どもたちの

学習 を助ける。このセ ンターの学習 を支えるた

めに,保 護者ボランティアが2名 つつ表に書 き

出されている。高学年では第2言 語学習者の子

どもたちに英語 を教 える手助 けに保護者が教室

に入っていた。 もちろんスペシャリス トによる

第2言 語学習者用の特別な時間はあるが,英 語

初心者 に対 しては クラスの国語 に参加する代わ

りに保護者ボランティアがいっしょに絵本 を読

んでい くように していた。教師によってボラン

ティアの活用状況 はさまざまだが,言 語能力に

大 きな差異 を含む子 どもたちの多様 な状況か ら

する と,ア メリカの教室ではどうしても個別の

学習 を中心 に置か ざるをえない ところがあ り,

そのためボ ランテ ィアの必要性 が とても高 く,

子 どもたちも教室 に大人が出入 りす ることに慣

れている。

こうしたボランティアの仕方は,保 護者にと

って もや りがいある ものだと感 じる。それは教

室の子 どもたちの学 びを目の当た りにし,実 際

にそれを支援する とい う手ごたえある内容 だか

らだ。子 どもたちにとって も,先 生 と生徒 とい

う直接 的な縦の関係 だけではない,「 だれかの

お母さん」 といった間接的な関係が学校生活の

中に存在するメリッ トは大 きい。わた しも週 に
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1回1時 間,2,3人 の第2言 語学習者に絵本を

いっ しょに読 むボランティアを経験 した。その

中にメキシコか ら移民 して きて3年 目の小5の

男の子がお り,彼 は話 し言葉 はスムーズだが読

みに関 してはアルファベ ッ トを拾い読み しがち

な子 どもであった(後 に学習障害 と診断 されて,

午前 中はリソースクラスで勉強す るようになっ

た)。 学習 に集 中 しに くい子 どもであ ったが,

初め に 「あなたは英語 を話すのが とて も上手。

私 は日本か ら来 て話すのはうま くないか ら,い

ろいろ私たちに教 えてち ょうだいね。」 と頼ん

だ ところ,そ の時の彼は大変 うれ しそ うな顔 を

した。パ ラグラフごとに順番に子 どもたちに読

んで もらうことに した時,こ の男の子は読みが

苦手であるに もかかわ らず,「 もっ と続 けて読

ませて。おねがい」 と頼んで くることが よくあ

った。教室やESLの クラスでは注意 を受 け,

叱 られることの多い子 どもだったが,今 ふ りか

える と,彼 にとっては自分 な りの有能感 を感 じ

ることので きる小 グループ経験であ り、あ ま り

叱 った りしない日本人の大人 と接するの も楽 し

か ったであろう。私 は英語 を教 える技術 はまっ

た く持 っていないが,子 どもにとっては間接的

な関係の立場にある大人 と接す る機会があるこ

とは何か しら学校の中の人間関係 に幅を もたせ

るメリッ トがあったと感 じる。

〈個別の指導 とスペシャリス ト〉

学校 の住所録 を見る と,担 任教師の氏名 に続

いて多用 なサポー トスタッフの名前が掲載 され

ている。サイコロジス ト,ナ ース,ス ピーチス

ペ シャリス ト,リ ーデイングスペ シャリス ト,

ELD(英 語第2言 語学習)ス ペ シ ャリス ト,

GATE(英 才児教育〉教師,リ ソーススペシャ

リス トなど。多様な職種の人たちが役割分担 し

て子 どもたちの学習を支援する。基本は教室か

ら個別 に子 どもを抜 き出 して指導 をし,特 に低

学年のクラスでは,入 れ替わ り立ち代 りいろい

ろな子 どもが個別指導のための呼び出 しを受 け

ては戻 って くるとい う感 じである。それはクラ

ス全体の中で特別 なこととは受け止められてお

らず,教 室 を抜けてもあまり困 らないような授

業の仕方がな されているともいえる。その一方

で,そ うしたスペシャリス トが クラスの中での

子 どもの行動 を支援する ということは見かけな

かった。教室であれ特別指導 の場 であれ,基 本

は個別の指導が重視 され,こ れはスペシャリス

トの役割,と いった ようにクリアカ ットな役割

分担が なされているようであった。

子 どもたちが教室から呼 び出されて別室で個

別指導を受けるとい うス タイルは,日 本 にその

ままのスタイル を持ち込むことはなかなかむず

か しい ことだろうと思 う。 日本 の教室 は変わっ

て きたとはいえアメリカよ りずっと一斉授業ス

タイルが多いので,子 どもの出入 りが頻繁 にな

ると教師が授業の流れ を作 りに くくな り,ま た

呼び出されることが 「特別なこと」 に子 どもの

目に映 る傾向 も強いであろう。 アメリカで もあ

ま りの頻繁 な取 り出 し指導が問題 になっている

ところもあるようで,特 に第2言 語学習者が多

い学校で,多 くの子 どもが取 り出し指導 にでか

けて しまい,肝 心のホームクラスの人数が極端

に少 な くなるな どの問題 が起 きた りもしてい

る。 さまざまな呼 び出 しを受ける子 どもたちか

ら,教 室 を離れることによって感 じるデメ リッ

トがあることを拾 い上げ,教 室の中でのスペシ

ャリス トの支援 をもっと導入すべ きとい う考え

方 もある(LouisBrandts1999)。

教 師とスペシャリス トの間の共同 と連携の仕

方 については課題があるが,多 様 な立場の大人

が子 どもをサポー トしてい くとい う発想 は日本

の教育にとっても有効である。

〈協同学習展開のむずか しさ〉

形の上ではアメリカの教室で も小 グループを

作 ることはよ くあるが,私 が見 た範囲では小学

校段階では子 ども同士の相互作用 を目指す とい

うより,教 師が子 どもたちを動か しやす くする,

一斉授業で説明 をした後に効率的に個別支援 を

行いやす くするためにグループを作っているよ
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うに感 じた。た とえば,小5の ネイティブ ・ア

メリカン(イ ンディアン)の 歴史の学習ではグ

ループ別に異なる部族の歴史を調べるが,エ ッ

セイを書 くことは完全な個人作業であった。一

斉授業の説明の後は,教 師は机 を回 りなが ら子

どもたち一人ひと りの学習 をで きるだけ詳 しく

見て まわ り援助する時間を確保 したい と考 えて

いた。小1の クラスでも 「何々グループの人は

この活動 を して」 とい う指示が出されることは

あ ったが,そ の活動は基本 的には個別活動であ

った。

日米の教室談話の比較研究 によれば,日 本で

は子 ども1人 あたりについて1回 の談話量がア

メリカの4,5倍 である(臼 井2001)。 日本の

子 どもの方が1回 の発言で先生 とあれこれ長 く

や りとりするとい うことであ り,一 般的に日本

の教師の方が子 どもの頭の中でお きている思考

のプロセスをクラス全体 に返 しつつ,子 ども同

士の相互作用 を期待 しているといえる。総合学

習などを通 して,協 同的学習の機会 を持 ち込 も

うという姿勢 も日本の方が強い。

高等教育 にい くにつれ状況は変わるが,小 学

校段階では協 同学習への取 り組みはあ まりなさ

れていない。その一方,個 人での調べ学習やプ

ロ ジェク トに関 しては厚み と蓄積 をもってい

る。 とい うの も,ア メリカの教師は専 門の学年

を持 っているからで,教 員養成段階か ら 「小学

校高学年を専 門とす る」 なら高学年で教育実習

を し,教 育現場 に立 ってか らもほ とん どの場合

高学年 を持 ち続ける。年間に何度か大がか りな

個人でのプロジェク ト的活動 を授業に盛 り込ん

だ りす るが,毎 年の蓄積があるので子 ども一人

ひとりに対す るバ ックアップ(資 料,本 の提示

など)が しやすい。昨年度 の作品が教室に持ち

込 まれることで,子 どもにとって も課題が見え

やす く動機付 けられやす くなる。 日本の総合学

習について も,教 師が深い知識 と情報収集力を

もって子 どもたちの活動 を支 えていか ない と

「とりあえず やってみた」だけに終 る子 どもが

多 くなるのではないだろうか。

〈日本の特別支援教育について〉

日本 の特別支援教育 は,こ れまで障害児教育

の対象が極端 に狭かったのに対 し,通 常学級 に

在籍する軽度発達障害の子 どもたちをきちん と

教育の対象 に位置づけ,ま た分離教育からで き

るだけ通常 の学級の中で ともに学ぶ機会 を保障

してい く方向 に向かっている。 カリフォルニア

ではどちらか とい うと分離教育が とられている

ようであったが,学 習障害 など軽度発達障害の

子 どもたちの場合は学内のサイコロジス トによ

る個別教育計画の作成やスペシャリス トの援助

が保障されていた。特別支援教 育を充実 させる

ためには,ス ペ シャリス トの学校支援が欠かせ

ないが,ア メリカ型の子 どもを次 々に取 り出 し

て指導する形は日本の教育現場の実情 にはその

ままでは適合 しに くい。 日本の教室は集団での

学びを練 り上げ,作 り上げていこ うとするタイ

プだからである。 日本 においてはスペ シャリス

トの個別指導 と集 団場面への指導の両方が必 要

とな り,特 に後者 の重 みが大 きくなるで あろ

う。

また,小 学校 中学年か ら高学年 にかけて,通

常学級に在籍 しなが らどうして も付 いて行 くだ

けになって しまい,疲 れて しまう子 どもの姿が

ある。そうした子 どもたちの場合は 自分のペー

スに合 わせて生活 していける少人数の場,い わ

ゆる養護学級の存在が大切 な役割 を果た し,こ

の意味で これまでの 日本の障害児教育の成果 を

十分いかせるようなシステムに していかねばな

らないと思 う。

6学 校 に見るアメ リカ文化のおお らかさ

アメリカの小学校 について良 さと同時にいろ

いろな疑問を感 じたが,全 般 に学校 という場の

おお ざっぱさ,お お らかさを感 じた。学校は学

習の場であ り,そ れ以外の学校行事 はあま り多

くない。学習 について も音楽,図 工,体 育はそ

の学校の財政状況 と教員の考え方次第,と いっ
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たような適当さで,こ の点は学校 としては何 と

かてこ入れ してレベルを向上 させ たい という考

え方のようであった。学校行事 といって 日本で

思い浮かべ るのは 「運動会,学 芸会,音 楽会」

といった集団活動 の成果の発表だが,ア メ リカ

では集団 として競 い合 う,成 果 を発表する とい

った ことはほ とん どない。む しろ行事 といって

思い浮かべるのは,ハ ロウィー ンの仮装パ レー

ド,パ ジャマデイ兼読書デイ といった ものであ

る。

ハロウィー ンは朝か ら仮装で学校にや ってき

て,先 生 も含めて学校の 中を仮装パ レー ドし,

親 たち も見物に参加 して楽 しんだ後,各 クラス

でパーティを楽 しむ。パ ジャマデイ兼読書デイ

は,子 どもたちは毎 日着 ている結構 よれよれの

パ ジャマ姿で登校 し,寝 袋や らぬい ぐるみや ら

を持 ち込んで,1日 ごろごろ しなが ら読書にふ

ける。週 に1回 はバデ ィとい う異年齢交流の時

間が設け られ,上 級生 と下級生の2人 組みでい

ろいろなことをす る。 この読書 デイにはバデ ィ

で3年 生が1年 生 に絵本 を読んであげるといっ

たこともあ り,学 校 とい う場に実 にのんび りし

た 日常性が持 ち込 まれている。

学校運営 に当たってファンド ・レイジ ングに

頼 らねばならないアメ リカの学校のあ り方やそ

のや り方 については強い疑問 を感 じたが,や ら

ねばならない ものなら楽 しくやって しまおうと

い うアメリカ流ユーモアにはほっ とさせ られる

ものがあった。保護者主催 の学校 カーニバ ルや

オークションなどで売 り上げを寄附す る仕組み

になっていて,た とえば学校の駐車場の1区 画

使用権や ら子 どもの絵画や らを保護者 同士で競

り落 とした りす る。実際には駐車場使用権 など

まず必要ない ものだが,オ ークションを楽 しむ

のである。なかには1日 デイブ券(先 生のデイ

ブ といっしょに1日 好 きなように遊べる)な ど

というものを売 っている学校 もあると聞いた。

教師 もファン ド ・レイジ ングに協力するために

「MacDay」 とい う日があ り,校 長以下先生方

が近 くのマク ドナル ドで夕方5時 から8時 まで

働 き,そ の時の売 り上げの何割かが小学校 に寄

附されるとい うイベ ントもあった。子 どもたち

は先生 に会 うのを楽 しみに,家 族でマク ドナル

ドに出かけるとい うわけである。

なにはともあれ,「 学校 とは こうあるべ きだ」

とい った規格,規 準 のようなものはゆる く,ユ

ーモアが盛 り込 まれていることが大変印象的で

あった。今 アメリカの学校 は教育の規準,規 制

を引 き上げる方向 に動いているが,そ れで も子

どもたち一人 ひとりがそれぞれのペースで学ぶ

ことを保障す るよう 「個人」が強 く意識 されて

いた。協同での学びや集団での目標達成 といっ

た子 どもたちの活動面の弱 さを含んでい るが,

反面子 どもたちが学校生活 にプレッシャーを感

じに くい,あ る種の気楽 さがあった。学びの場

全体 にユーモア感覚があふれていることは,子

ど もたちに とって学校 の居 心地 よさにつ なが

る。 日本 の小学校 において も民間出身の校長、

コミュニティースクールなど,多 様な感覚 を学

校 という場 に持 ち込 もうという試みが始 まって

い る。 こうした動 きを通 して学校 とい う場 が

「ユーモア ・おお らか さ」 を増 してい くことを

期待 したい。
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